
 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 
 

 
 

黒船が石巻にやってきた 

                                                      校長  髙砂 宏之 

 昨年に引き続き、校舎の三階の軒下にツバメが巣を作っていて、親鳥が運んでくるえさを一生懸命食べているひなを観察することがで

きました。ツバメは台湾やフィリピンなど3000～4000 ㎞も遠く離れたところから渡って来るそうです。ツバメはたくさんの虫を食べてく

れるので、昔から人間はツバメを大切にしてきました。ツバメも人間が大切にしてくれることを知っているので、人間の住んでいるとこ

ろに巣を作り天敵から身を守るようにしているのです。持ちつ持たれつの関係ですね。 

 話は変わりますが、江戸時代末期にアメリカのペリー艦隊がやってきたことは広く知られてい

ます。江戸幕府が倒れるきっかけになった大事件です。ペリー艦隊の船は黒い塗料が塗ってあっ

たことから、黒船来航とも言われます。1854年（安政1年）に再びやってきたペリーの圧力に負

け、江戸幕府は日米和親条約を結び、下田と箱館（現在の函館）の二つの港を開きました。200

年以上にわたる鎖国が終了しました。 

翌年の1855 年（安政2年）に船の大きさは違いますが、石巻にも黒船がやってきたことはあ

まり知られていません（というよりは、石巻の人でも知っている人はあまり多くないと思われま

す）。黒船は6月9日正午ごろ、北上川の河口から乗り入れ、門脇村の川岸9ｍほどの所に達し

ました。当時の石巻の人々にとっては大事件です。アメリカ側の記録によれば、「川岸には、石

巻の人々４～５千人も集まって息をする音すら無く、じっと視線を注いでいた。」とあります。

当時の石巻の人々の緊迫感が伝わって来るようです（鎖国が終わったとはいえ、石巻の人々が外

国人を見るのは初めてで、現代に例えるならば、地球外の生物が目の前に突然現れたような驚き

だったでしょうか）。船はソヒューム号という名で、船長はアメリカ海軍の海尉 ジョン・Ｍ・

ブルックで乗組員は15 名でした。ブルックは日米和親条約で開港された下田と箱館を結ぶ太平洋沿岸の航路の測量を命じられていました。

石巻港を訪れた目的は有力な港である石巻港周辺の測量にもありましたが、燃料の薪や水・食料の補給が主でした。突然の来港だったの

で、長さ12ｍ・幅3メートル弱の小舟とはいえ、大砲3門に小銃やピストル・剣などで武装している異国人（身長は2ｍくらいに見えたそ

うです）に緊張したのも無理はありません。港の役人や代官も間に合わず、下役の５人ほどが船に乗り込み応接しました。はじめは緊張

した下役の人たちも、ほどなく緊張を解き、友好的に水や薪、新鮮な野菜や卵などを与えたようで

す。大漁だった漁師も大きな魚をくれたそうです。中でも、親切にご飯やお茶、果物などを運んで、

アメリカ人に感銘を与え、「キャプテンライス」と愛称されたのは、赤子養育制導役の千葉寛平とい

う人です。アメリカ側の記録によると、「後になってからもしばしば話題になった」ということか

ら、余程心を込めて応接したのでしょう。3日間の短い滞在でしたが、驚くべきは、日本側の細かい記

録です。船や乗組員の様子だけではなく、大砲や鉄砲、剣などの武器はもとより、服や帽子、食器の

細かいものまでチェックし、絵として残しています。仙台市博物館で所蔵していますが、一部を紹介

します（右側 6 枚の絵）。石巻を去ったブルック一行は箱館で本体と合流しアメリカへ帰りました

が、日本との関係はこれで終わりではありませんでした。3年後の1858年（安政5年）に日米修好通

商条約が結ばれるとブルックは再び測量のため日本にやってきます。1859 年に横浜に到着しますが、

船は台風のため座礁してしまいます。1860 年2 月に幕府がアメリカに使節団を送るためポーハタン号
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元気のよいあいさつがかわされ，笑顔とキラキラ言葉にあふれる学校 
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（アメリカ船）に加え、その護衛の名目で咸臨丸（かんりんまる）をアメリカに派遣します。船長は勝海舟です。ブルックはこの咸臨丸

に技術アドバイザーとして乗船しました。咸臨丸は出港直後に嵐に遭うということもあり、日本人の乗組員は経験不足や、船酔いのため

操船することがうまくできず、ブルックらアメリカ人が実際には船を動かしていたようです。このことについては、ブルックの日記に記

録されていますが、日本人の名誉のため、50 年間は非公開とされました。アメリカ人の船員にもこのことについては口外しないように命

じました。なんと思いやりにあふれた人なのでしょうか。この船に同乗していた、福沢諭吉（慶応義塾大学の創始者で、「学問のすすめ」

を書いた人です）がアメリカ人の船員の働きには大変感激したようです。この咸臨丸には、通訳としてジョン万次郎（本名は中浜万次郎、

土佐のかつお漁師で1841 年に遭難し、アメリカの捕鯨船に救助され、船長のホイットフィールドにアメリカ本国に連れて行ってもらい、

自分の子どものようにかわいがってもらい、学校に通わせてもらいました。1851 年に日本に帰国した後は、ペリーなどへの対応のため幕

府の旗本に取り立てられました）も乗船していました。ジョン万次郎は、もともと漁師だったうえに、アメリカの捕鯨船で長年働いてい

たので、操船に詳しく、ブルックらアメリカ人と協力して、咸臨丸を無事にサンフランシスコに到着させることに尽力しました。ジョン

万次郎の子孫とホイットフィールド船長の子孫の交流は現代でも続いています。毎年アメリカと日本と交互に交流会を開いています。

2009 年には宮城県が会場となり交流会が開かれました。石巻市も会場の一つとなり、私もその交流会に参加させてもらいました。今年の

８月に、劇団四季のミュージカル「ジョン万次郎の夢」が仙台で公演される予定です。楽しみにしています。ジョン万次郎の子孫とホイ

ットフィールド船長の子孫の国際草の根交流事業は今後も継続されていくものと思われます。どんな国の人でも、同じように思いやりの

気持ちをもって接していくそんな人を育てていきたいと思っています。 

 

   

 
 

 

６月の主な予定 ※予定は変更になる場合があります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 1日(木)安全の日、街頭指導、眼科検診 

   危険箇所点検、PTA教養部会 

2日(金)全校6時間授業、引渡し訓練 

歯科検診(1,2,3年) 

5日(月) 4年校外学習(水道企業団)、花いっぱい運動 

6日(火) SC大和先生来校 

    4年こども環境教育出前講座 

7日(水)体力テスト①、委員会活動、耳鼻科検診

(2,4,6年) 

8日(木)体力テスト② 

9日(金)歯科検診(4,5,6年) 

12日(月)プール清掃(1,2年)、代表委員会 

13日(火)プール清掃(3～6年)、SC大和先生来校 

集金袋配布、バス乗車指導 

 

 

 

14日(水)音楽集会(学年発表3年)、クラブ活動 

集金日① 

15日(木)街頭指導、集金日②  

16日(金)6年校外学習縄文村、内科検診(2,4年) 

プール清掃予備日 

20日(火)プール開き 、SC大和先生来校 

21日(水)クラブ活動 

22日(木)内科検診(5,6年) 

23日(金)全校５時間授業、学習参観日、学年学級懇

談会、弁当日 

26日(月)特別時程 

27日(火)縦割り班活動、SC大和先生来校 

29日(木)避難訓練(不審者対応) 

今年度も久我建設さんより全校児童にノートをいただきました。ありがとうございました。 


